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100 周年に向けて
加藤　誠一

時というものについて、過去とは「もはやない」
ものであり、未来とは「まだない」ものである。ま
た現在は、一瞬にして過去に移り去るものである。

しかし現在が過去に移り去る事もなく絶えず存在
するならば、もはや時間ではなくて、永遠となる。こ
れは、古代キリスト教の神学者、アウレリウス・ア
ウグスティヌス 。後、（宗教改革へと影響を及ぼす）
が述べている。

時間は、空間情報を形成する一つの大きな軸です
が、時間そのものは人の目には見えませんが、見え
る世界が変化することによって、私たちは確かな時
の存在と流れを感じます。時間は常に「現在」を私
達にもたらし、過ぎ去ることによって ｢過去｣ とな
り一瞬たりともとどまることはありません。

ほんの少し前までは「未来」だった世界が「現在」
になり、あっという間に「過去」になる…。現在と
は過去の終焉であり見える結果、とも言えるし、未
来への希望、とも言えます。そして、空間情報とし
て私たちに見えているものは「過去」と「現在」の
みです。現在は、未来への入り口であったとしても
私達の目には見えません。しかし、人間には「未来」
を描き想像する能力が与えられています。

ところで記念すべき100周年という未来に私達は、
どのような時を過ごしているのでしょうか。具体的
には、あなたのお孫さんの入学あるいはご卒業　ご
子息のご入学御卒業　これらの行事もきっと５年後
を控えた本校行事として計画されているでしょう。
創立当初の先見者達は当時の未来にあたるこの95
周年をどのように見据え夢を見ていたのでしょう
か？

詳しい本校の歴史は東邦学園のホームページをご

紹介させてください。
https://www.toho-gakuen.jp/2018/03/1360

時間の概念に共通して言える事は、意識する人間
の側に生命あっての事だという事。まさに私が今生
きている証しという事でもある。

最後に昭和45年第22回卒業アルバムに書かれた
編集後記の文章を紹介したい。

------------------------------------------------------
写真は時間と人間の勝手な思考を無視する。
過去と未来の歴史の流れにさえ眼もくれない。そ

の時、その人の映像をもっとも正確に記録し保存す
る。

そのアルバムが何十年かの後、諸君らの目に再び
ふれる時思わぬ微笑みが、様々な苦笑が諸君らをと
らえるかもしれない。若き日の故郷として、この小
冊子が諸君らの人生のささやかな伴侶となればしあ
わせである。　

------------------------------------------------------

エピソードで綴る 東邦学園の歩みより



（3）第 46号

Ⅱ . 旧制中学入学から終戦まで
この間はほとんど勤労動員に終始し、加えて空襲

にさらされた日々であった。
（1）勤労動員について―「ああ紅の血は燃ゆる」（注１）

昭和18年４月愛知県明倫中学校（現明和高校）に
入学する頃から、ラジオで「海行かば」（注２）の曲
に続いて、わが軍の玉砕の臨時ニュースが流れるこ
とが多くなってき、戦局が急速に悪化の一途を辿っ
て、全国民を根こそぎ動員する総力戦の形相を呈し
てきた。その一環として６月に「学徒戦時動員体制」
が実施され中等学校以上の生徒は学業を停止し、軍
需工場などへ動員されることとなった。初めは短期
であったが間もなく、「通年勤労動員」、つまり授業
は全くなく、専ら工場勤務だけとなった。

注１　「ああ紅の血は燃ゆる」　野村俊夫作詞
　　　　　　　　　　　　　　明本京静作曲

　　　「花も蕾の若桜　五尺の生命ひっさげて
　　　　国の大事に殉ずるは　我ら学徒の面目ぞ
　　　　ああ紅の血は燃ゆる　…」

　通年勤労動員の歌　この歌を歌うことで、勤労の
使命観をかり立てられた。

注２　「海行かば」大伴家持作詩　信時潔作曲

　　　「海行かば水漬く屍　山行かば草むす屍
　　　　大君の辺にこそ死なめ　かへりみはせじ」

　荘厳で格調高い、軍国主義日本の葬送のこの曲は、
私は名曲だと思う。

（1）の１　一年から二年一学期までの短期の勤労動員
・11月の中旬大里村への援農労働へ　戦没者・出
征兵士の農家へ稲刈りの手助けに行った。初めての
体験であったが刈り取っていくことがけっこう楽し
かった。昼食に思いがけず銀しゃり（白米）のおに
ぎりが出され、食糧事情も悪くなってきたときだけ
に私たちは感激した。

・飛行場づくりに　押し詰まった12月28日に東大
曽根の中央線のガード下に集合。陸軍の２トン積み
のトラックの荷台に乗せられ、寒風にさらされ小牧
村に。そこでシャベルで土を崩し、モッコで運ぶ作
業を終日おこなった。ひどく疲れ２日続いた。後の
名古屋空港はわれわれの労働の産物だ。
・家屋疎開の手伝い　空襲による延焼を防ぐため、
空間をつくるべく建物を壊す作業だ。昭和区の円上
に行った。家の棟にロープをかけひっぱって家を倒
すのは豪快そうだったが、立派に建っているのを無
理に潰すのは如何にも切なく、次第にやりきれなく
なり力が入らなくなった。
・猫ヶ洞から各地へ粘土運び　猫ヶ洞に集合し、池
の底の粘土を二輪車で防火水槽づくりに使うため、
各地へ運ぶ作業を何日もおこなった。６月に集中し
た作業だったので、喉が渇いて非常につらかった。
偶々新栄で同級生の家の近くを通ったので、そこで
水をもらい生き返った。あの時の水のうまさは忘れ
られない。

この他様々の勤労奉仕のため、授業が可成カット
されたので、第一・三・五土曜日は平日の６時間授
業が組まれた。先生方の授業への取り組みは、授業
が少なくなってきたとのことから凄まじい迫力で臨
んでこられた。特に英語の先生は際だっていた。

（1）の２　二年二学期から終戦までの一年間の
　　　　通年勤労動員

昭和19年５月に入ると、われわれの学校では、四・
五年生が大隈鉄工所に、一年上の三年は市電の運転
手・車掌に、自分たち二年は９月から、３クラスが
陸軍造兵廠千種製造所へ、２クラスが矢島工業へ配
属された。

うたかたの 88 年のあれこれ (2)
久野　秀正
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（1）の３　昭和 44 年９月から翌年６月まで
　　　　千種兵器廠へ

場所は現在の「東部医療センター」「千種公園」お
よびその周辺。

私たちは第三工場へ配置され、戦闘機に搭載する
機関砲の製造に従った。私は大きなフライス盤を操
作し一人前の仕事をこなしていることに誇りをもっ
て取り組んだ。

昭和19年末からの空襲激化までは、穏やかな日が
続いた。この工場には愛知一中（現旭ヶ丘高校）の
四・五年生も動員されており、私たちに親しく接し
てくれた。椙山高女の四・五年生と私たちの一年下
の生徒もいた。10月初めのある日の昼休みに、一
中のチームと行員のチームとの野球の試合がおこな
われるなど、戦時下とは思えないのどかなひと時も
あった。

この頃こんなこともあった。クラスで誰言うこと
もなく、工場を抜け出し東山へ遊びに行こうと。あ
る日昼食後広場に集合して、四列縦隊を組んで「歩
調をとれ」の行進で正門を「頭右」の敬礼をして、
堂々と工場の外へ出東山公園へ行って遊んだ。スト
ライキまがいの大胆な行動であったが、翌日担任か
らの咎め立てもなく、工場からも何の沙汰もなく過
ぎた椿事だった。日々の仕事や工場の扱いに不満が
あったでもなく、むしろお国のために役立っている
との気負いがあったのに。とはいえ、学業から全く
遮断された別世界の生活のため、曰く言い難い不安・
不満が心の中にわだかまっており、それを取払って
解放感に浸りたかったのではなかったろうか。それ
に未だ14歳の中２のいたずら盛りの年ごろであっ
たことから起こったことであろう。とにかく誠に奇
妙な半日を味わったことが印象に残っている。

（1）の４　昭和 19 年 12 月７日大地震に遭遇
昼食の休みが終り午後の作業開始の直後、紀伊半

島沖を震源とするマグニチュード7.9の大地震が起
こった。私は工場の南の広場に直面する出入口で
ボール盤の機械を操作していた。ぐらっときた途端

機械のスイッチを切り外へ飛び出し、広場の中程の
プールの如き大きな防火水槽の際まで一目散に逃げ
た。次々に脱出した人々で一杯になった。横揺れが
激しく長く続き立って居れなくなり、皆しゃがみ込
みこんだ。水槽の水が大きく揺れ外へはじき出た。
昼食後のことでもあり嘔吐する人が続出した。長い
揺れも徐々に収まり各自持ち場へ戻った。私の仕事
場の周辺では、機械が倒れたり怪我人が出たりは幸
いにしてなかった。

その日からほぼ一か月後の昭和20年１月13日の
未明、マグニチュード7.1の大きな地震がまたまた
襲った。今度は上下に突き上げる揺れで、飛び起き
て両親と庭に避難した。先の「東南海地震」とこの

「三河地震」とも、戦時下ということで詳細な報道は
一切なく、不安が募った。戦後になって詳しいこと
を知った。大変な被害が出ていた。

12月の地震の６日後の12月13日に名古屋初の米
軍機 B29の本格的空襲があり、以後連日空襲を受
け、当にあの「方丈記」の世界が具現した。空襲体
験については、項を別にして述べたい。

（1）の５　千種兵器廠で出会った、生涯忘れられない
　　　　二人について
・最初の人　名は告げられず不明。Ｔ氏と

４月中頃工場に異様な一団の兵が作業に加わっ
た。古びた軍服・靴も粗末なもの。何よりも皆いか
にも人相が良くない。噂によれば囚人部隊と。とこ
ろが私たちの班に来た人は「掃きだめに降りた鶴」
然たる人物。知性を感じさせる風貌。礼儀正しい所
作。異様な集団の中で別の異様な人物であった。し
ばらくしてある日の昼休みに、その人が私と友人と
に「ちょっと時間をください」と言って、広場の防
空壕に招き入れた。開口一番「僕は東大第二工学部

（注３）在学中に、この戦争は間違っている旨の主張
し捕らえられた。そしてもうすぐ沖縄へ送られる。
その前に若い君たちと是非話したかった。やがて近
いうちに日本は戦争に敗れる。その後の日本は君達
が担うことになる。その節は何が正しいのかしっか
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見舞ったところ「日本は敗ける。君達がその後の日
本を背負うことになる。しっかり頼む」との趣旨を
語られて息を引き取られたことを聞き、私達は号泣
しその死を悼んだ。

このお二人とも戦後にその能力を発揮されたに違
いない方々であった。お二人の面影は私の脳裏に焼
き付いている。

注４　千種公園の南西に建つ鎮魂の碑
　千種公園の南西、爆弾による痕跡を残す千種兵器
廠の外塀の近くに、かつての名古屋市長杉戸清氏の
「ここに涙あり　されど平和は永遠に」と書かれた
爆撃による犠牲者 69名と大正８年創設以来公務に
よる死亡者５名を加えた鎮魂の碑が建っている。
　現在の私の住まいの比較的近くであり、ウォーキ
ングコースの一つである。かつての動員先と前述の
高田中尉とＴ氏を偲び、思いを込めて頭を垂れる。

（1）の６　陸軍兵器廠鳥居松工場へ転属
６月の集中爆撃で壊滅的打撃を千種工場が受けた

ため、6月末に私たちは鳥居松工場（現在の王子製
紙春日井工場）へ移った。全員が工場内の寮に入っ
た。

そこでの作業は兵器兵産とは直接かかわらない、
工場の瓦礫を国鉄の引込線まで運ぶ単純作業だっ
た。また寮と言っても横に長い廊下を挟んで、１ク
ラス50の半分ずつが寝起きする大部屋がある。粗末
なもので寮とは言えないものだった。プライバシー
など全く無く着替えなど入浴の際にする。今振り返
ると洗濯などどうしていたか思い出せない。時節柄
蚊に対しては、25人用の大きな蚊帳があったが、あ
ちこちに大きな穴があり役に立たないものだった。
頭を悩ましたのは毎晩多くの蚤に襲われることだっ
た。毎朝起きるときに、一斉に布団の中で蚤つぶし
をやるしか対処する方法はなく、これには参った。

その頃になると、寮の外の通路を同じく動員され
ていた長野県の伊奈高女の生徒が、四列縦隊で「あ
あ紅の血は燃ゆる」を歌い工場へ向かってゆく姿が
あった。隣の寮に入っていた旧制松本高校の生徒の
奔放な姿勢や、蚤取りに狂奔するわれわれとは全く
異なる彼女達の健気な態度に驚き、驚異の眼で眺め

り見極めて判断し行動してほしい｡ 間違った政治を
しないでほしい」と。全く思いがけないことを聞か
され、私は茫然とした。するとその人は胸のポケッ
トから一人の女性の写真を取り出し「これ僕のリー
ベ（恋人）だ。日本女子大の学生なのだ。僕は捕ら
えられたが、捕らえた方が間違っている。そして間
もなく死んでゆく、彼女の写真をしっかり胸に抱い
て」とやさしく語られ、「すっきりした」と言いなが
ら私たちの手を握りながら壕の外へ出た。程なくこ
の一団は姿を消した。沖縄へ送られたのだろう。輸
送船は沈められたか、着いたとしてもあの激戦のこ
と、戦死されたであろう。20分程のこの出会いは衝
撃的であり、今でもその時の一齣一齣が蘇ってくる。

注３　東大第二工学部
　昭和 17年軍事科学の研究を目指し開学し、７年
後に閉学となった “幻の学部 ”とも “ 戦犯学部 ”と
もいわれる。閉学後は生産工学研究所に生まれ変
わった。

・二人目高田中尉のこと　千種兵器廠勤務以来私た
ちの指導に当たっていた何人かの技術将校の一人、
新潟出身で東大工学部卒と。勤めて一か月程経った
ある日突然「俺がこれから数学を教えてやろう」と。
昼食後食堂で授業が始まった。知的欲望に飢え出し
た時だったので、みんな真剣にそれに応えた。２次
方程式の根の公式とか、因数分解など。時折自らの
旧制高校時代の話しなど交えながらの時間だったの
で、われわれの好奇心を満足させた。「勉強しない学
生など学生じゃない」とつぶやきながらの高田中尉
の教壇にみんなすっかり魅せられた。週３回程しば
らく続いたこの授業も、やがて始まった空襲などで
12月には終わった。そして、昭和20年６月26日千
種工場への２回目の爆撃は激しく、多くの犠牲者が
出た（注４）。悲しむべきことにその中に高田中尉が
入っていた。警報で工場外の避難から戻って聞いた
話では、同中尉は管理的立場の人が入る頑丈な防空
壕に入らず、見張台に登ろうとしていた中年の工員
の人に代わって、自分が見張台に立った。そこに爆
弾が落ち落命したとのことだった。クラスの代表が
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た。信州の女性の生真面目で逞しさに敬服すること
から一日が始まった。

ここでも空襲に怯えることに変わりはなかった。
同じく警戒警報発令と同時に工場の外に避難させら
れ、一目散に南の方の竜泉寺に向かって走り、庄内
川の川原へと逃げた。ただ一度工場外への避難では
なく、寮の横の蛸壺型の防空壕（２人ほど入れる穴
で、頭上を覆うものは無くすってんてんの壕。頭を
低くして入っていないと危険）に入った。ところが
襲ってきたのはグラマン戦闘機だった。これは爆弾
を落とすと同時に、低空飛行で機関砲でもって人を
しつこく狙い襲ってくる。２・３メートル間隔で連
なっているわれわれの入っていた防空壕を狙い襲っ
てきた。ダッダダッダー・ピュンピュンと不気味な
音に恐れをなし、首をすぼめて低姿勢で震えていた。
本当に怖かった。やがて敵機が去り壕から出たら、
壕の２メートル程のところに一列に襲撃の痕の穴が
連なってあった。わずかのことで命拾いをした。

これやあれや、訳のわからなかった鳥居松工場か
ら、８月上旬に瑞浪駅から東の地下工場のある稲津
町小

お
里
り

の地へ、追いやられた。

（1）の７　瑞浪の疎開工場へ
到着した直後山の中腹の急斜面で、若い少尉が「お

前ら何しにここへ来たのかわかっているか、死にに
来たのだ」と訓示を垂れたのには驚いた。地下工場
と言ってもトンネルまがいの半地下の工場で、こん
な所で兵器がつくれるか不安に思うと同時に、つい
に日本もここまで落ちたかと気が滅入った。山奥で
周囲に民家もなく、宿舎も掘立小屋の粗末の極み、
雨露を辛うじて凌げられるもの。風呂もなく、夏の
ことで横に流れる小里川での水浴ですませる。辺り
は殺風景な所だった。ふと動員前に学んだ「平家物

語」の平家一門の都落ちと同じではないかと、平家
のその先は滅亡ではなかったか。すると日本もやが
て同様の運命にと…など絶望的な気分に陥った。

ところがその頃の私は、栄養不良や不潔な生活な
どの為ひどい皮膚炎に冒されていた。担任がそれを
見て、ひと先ず家に帰れと言ってくれた。お蔭で到
着後一週間程でこの地を離れることとなった。

（1）の８　疎開先で迎えた終戦
この頃わが家は、５月14日の空襲で焼け、父の

二番目の姉の嫁ぎ先の鳴海町徳重の空家を借りてい
た。今ではこの地は立派な住宅地と豹変しているが、
当時は人家もまばらで田園と竹林に囲まれ、夜な夜
な狐が出没するような所であった。そこで静養した
お蔭で急速に健康も回復した。帰ってから程なく８
月15日。両親と玉音放送を聞き終戦を迎えた。

仰いだ空は真青であった。「ある晴れた日に戦争は
来たれり、ある晴れた日に戦争は終わった」（加藤周
一）

その日の夜は久しぶりに電灯をつけた。明るくな
り戦が終ったことを実感した。思わず小学校の運動
会の最後に歌った「戦すんで日が暮れて……」を口
ずさんだ。

（1）の項の最後にひと言
息をしていて止めると苦しくなる。同様に勉強し

ていてそれを止められると苦しくなる。…それが勤
労動員だった。
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  喜びも悲しみも幾年月
作詞・作曲：木下忠司、唄：若山　彰　

１　俺（おい）ら岬の　灯台守は
　　妻と二人で　沖行く船の
　　無事を祈って　灯（ひ）をかざす
　　灯をかざす
２　冬が来たぞと　海鳥なけば
　　北は雪国　吹雪の夜の
　　沖に霧笛が　呼びかける
　　呼びかける
３　離れ小島に　南の風が
　　吹けば春来る　花の香（か）便り
　　遠い故里　思い出す
　　思い出す
４　朝に夕（ゆうべ）に　入船出船
　　妻よがんばれ　涙をぬぐえ
　　もえてきらめく　夏の海
　　夏の海
５　星を数えて　波の音（ね）きいて
　　共に過ごした　幾歳月（いくとしつき）の
　　よろこび悲しみ　目に浮かぶ
　　目に浮かぶ

「灯台守」とうだいもり　は、今や死語となってし
まいました。

しかし、灯台守という言葉はついこの間まで船の
航海を守る守護神のようなもので、ごく普通の存在
でした。

その役割は　航路標識としての任務のほかに気象

や天体の観測、不審船舶の警戒、船舶への海上状況
の通報などです。特に嵐や濃霧の夜などは大変重要
な役割を担ったものです。

喜びも悲しみも幾年月　　木下恵介　監督作品
1957年の劇場公開　当時私が５才の時に見た映

画でした。
しかし、このテーマ音楽は今でもはっきり覚えて

います。
舞台は昭和初期。海の安全を守るため、日本各地の
辺地に点在する灯台を転々としながら厳しい駐在生
活を送る燈台守夫婦の25年間を描いた長編ドラマ
である。灯台というものは、人里離れた辺境に建っ
ている。そこに毎日住み込むということは、同時に
世間から分離、隔離されてしまうということも意味
している。
世間の人々との交流も絶たれ、ひたすら夫婦二人
で顔をつきあわせる毎日。
主人公夫婦（佐田啓二・高峰秀子）は、作品の中
で流れる25年という歳月の、想像を絶する重みを
受け止めなければならないのだった。
当時の灯台は、住み込みの灯台守が毎日決まった

喜びも悲しみも幾年月
加藤　誠一
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時間に灯をともし、夜の航海の安全を守る。嵐が来
たからといって休むわけにはいかない。
自分の都合は二の次。子供が生まれるときも、死
ぬときでさえ、仕事を休んで灯台の灯を消すことは
出来ないという過酷な仕事。

子供ができた時の喜び、息子を亡くした時の悲し
みが特に印象的でした。

映画の最後の方で、遠く海外に赴任する娘夫妻が
乗った船に、老夫婦が灯台の灯をともし霧笛を鳴ら
すところは特に感動的でした。

この歌を聞き「灯台守」と検索してみると同じ灯
台守をテーマにした唱歌を見つけました。

原曲は19世紀アメリカの讃美歌 “ 黄金律 ” にて、
日本語の歌詞は勝承夫氏の詩によるものです。

こおれる月影　空にさえて真冬の荒波よする小島　
思えよ灯台まもる人の尊きやさしき　愛の心

はげしき雨風　北の海に　山なす荒波　たけりくるう
その夜も灯台まもる人のとうとき誠よ　海を照らす

“ 黄金律 ”とは「マタイによる福音書」に依るも
ので、「何事も自分にしてもらいたいことは、他の人
にもそのようにしなさい。これが律法であり預言者
です」（マタイ7－12）が出典とされています。

思えよ灯台　守る人の　尊きやさしき　愛の心

men for others（他者のために）

とはまさにこの灯台守夫婦の事でしょう。

------------------------------------------------------
鑑賞後の感想文

航路標識のことを澪標（みおつくし）と呼びまし
た。

この語はよく「身を尽くし」と掛けられて、和歌
にも詠まれました。灯台は現代の澪漂ですが、灯台
を守ってきた職員と家族の人生は、正に「身を尽く
し」という形容がふさわしいものだったのではない
かと思います。
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テーマ① 「東邦学園・「フレンズ・TOHO」との
　　　　　関係にまつわるエピソード

東邦高校の創立者である下出民義先生のご長男で
ある下出義雄先生が、当社の前身である久保田製作
所の初代社長を務められました。当時、下出義雄先
生は中部財界の代表的実業家であるとともに、名古
屋商工会議所の副会頭、大同製鋼株式会社（現大同
特殊鋼株式会社）の社長も務められておりました。
同時に日本の鋳造技術向上と鋳造設備の機械化によ
る合理化を推し進める中、鋳物工場の機械化を目標
としていた当社の創始者である久保田長太郎と出会
い、両者の「鋳造機械を国産化へ」の想いが重なっ
たことで、合名会社久保田製作所を改組し、昭和９
年に株式会社久保田製作所を設立されました。

テーマ② 「企業・経営理念」のご紹介・エピソード
〔新東〕
新東の「新」は「こと新たにして企てて進む」、

「東」は「東から上る太陽」を表すことから、 「希望
を抱いて絶えず前進」を意味しています。 力と情熱
を合わせて、新時代に向けての飛躍に期待を込めて
います。

〔経営理念〕

HEART
（Human Enrichment & Achievement 

through Reliable Technology）
信頼される技術を通して人間としての豊かさ
と成果を

私たち新東工業はものづくりの心を大切にし、社
会に貢献したいという想いから、創業間もない頃よ
り世界に通用する技術を追求する歴史を歩んできま
した。その技術を通じ、お客様との信頼関係を築き

上げ、共に発展していきたいという想いを表現した
ものが経営理念である「HEART」です。

これからも私たちは、技術を進化させることによ
りお客様に、社会に貢献し続け、皆さまとの絆を深
めてまいります。

テーマ③ 「広告原稿」・「シンボルマーク」等の
　　　　　デザインにまつわるエピソード
シンボルマーク：

ダイナミックに燃える炎で新東
の行動力を表すとともに、お客さ
まと新東が互いに握手して一体と
なり、昇る太陽のように、ともに
発展していく姿を示しています。

テーマ④ 「新しい挑戦・取組み」、「新プロジェクト、
　　　　　その理念」等

2018年4月より、中期経営計画「CONNECTING 
TO THE FUTURE」がスタートしました。未来
の新東工業の社員が過去を振り返った際、この３年
間（2018-21）があったからこそ、今があると思っ
てもらえるよう、種蒔きとして６つの分野（無菌分
野、セラミックス分野、ＥＶ分野、有機ＥＬ分野、
機能性粉末分野、搬送分野）へのチャレンジを大き
なテーマとして掲げています。各テーマは、０から
のスタートではなく、これまで培ってきた既存技術
と新技術を組合せてチャレンジしていくものです。

①無菌分野では、「株式会社エアレックス」の無菌
環境を創りだす技術を用いた細胞培養へのニー
ズが高まりを見せています。再生医療は飛躍的
な発展が予想されており、当社の大治工場再構
築により生産能力を高め、事業基盤を築き、無
菌環境の提供を通じて医療の高度化、健康な暮

新東工業株式会社
新東工業株式会社　コーポレート部　宮川　祐輔
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らしの実現に貢献してまいります。
②セラミックス分野では、2017年12月に仏のセ

ラミックス３Ｄプリンタメーカー「3DCeram
社」に資本参加し、同社の強みである小型で複
雑な形状の成形が可能という特徴を活かして、
航空・宇宙、電子、センサー、医療業界等向け
の用途を開拓し事業を拡大してまいります。

③ＥＶ分野では、自動車メーカー各社に二次電池
製造工程や計測工程等に設備を採用頂いていま
す。今後は「株式会社ＴＯＰ」との協働を進め、
ＥＶ車に搭載されるパワー半導体の検査や二次
電池の量産対応等を進め、100年に一度といわ
れる自動車業界の変革に対応してまいります。

④有機ＥＬ分野では、スマートフォンやパソコン、
テレビ等向けに有機ＥＬマーケットは拡大を続
けるなか、液晶で培った「新東Ｓプレシジョン株
式会社」のコア技術である測長技術を核に有機
ＥＬの製造プロセスへの関与を高め、マーケッ
ト拡大の果実を獲得してまいります。

⑤機能性粉末分野では、業界標準を上回る微細な
磁性粉末の技術開発・生産体制を整え、ユーザー
の開拓を進めています。車載用インダクタや電
子基板向けに需要の高まりが確実視されてお
り、事業の拡大が期待されます。３Ｄプリンタ
用のパウダーにも視野を広げていく計画です。

⑥搬送分野では、「株式会社メイキコウ」が担って
おり、物流分野の人手不足に対応した荷役作業
における新たな省力化提案に加え、“ 運びなが
ら物を計測する ” といった具合に “ 運ぶ ” に付
加価値を加えることを追求します。シザーリフ
トを応用した段差解消技術で福祉分野の開拓も
進めます。

テーマ⑤ 企業活動・商品を通じての社会貢献
当社100周年（2034年）に向けて「環境経営」

の方針を策定し、ＣＯ２排出量の削減目標を掲げて
います。目標値は、新東工業グループで25％削減

（2015年度比）、新東工業単体で40％の削減（2013
年度比）です。目標達成に向け、主に３つの活動

「エコプロダクツ」「エコファクトリー」「エコロジス
ティクス」に取組んでいます。
「エコプロダクツ」では、
環境に配慮した商品・サービスを提案して、お客

さまのものづくりにおけるＣＯ 2排出量に削減に貢
献しています。
「エコファクトリー」では、
全事業所の電力量の見える化、細分化をすること

で、エコ意識を更に醸成させるとともに、社員一人
ひとりが省エネ活動に取組んでいます。
「エコロジスティクス」では、
当社の製品である投射材をトラック輸送から船に

転換し、ＣＯ2排出量を削減しています。

その他にも、今後の地域産業界を担う意欲を持っ
た生徒を育成する取組みとして、地元の高校生を対
象に手書き製図の指導や、当社の原点である鋳物づ
くりを通じて、ものづくりの楽しさを体験してもら
う新東鋳物キャンパスを各地で開催しています。
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当社は1916年に福沢桃介が創業した製鋼メー
カーです。実は当社の初代社長も下出民義。この２
人が出会ったことで当社は誕生し、そして100年超
の当社の歴史がスタートすることになります。今回
は当社のシンボルとも言える社名と社章についてご
紹介したいと思います。

社名の由来
「日本の電力王」とも呼ばれた福沢桃介が水力発

電による余剰電力を利用した電気炉製鋼の事業化を
目指して、1916年に名古屋電燈（株）から分離し
た（株）電気製鋼所を設立しました。これが当社の
創業にあたります。

一方、1918年に、同じく名古屋電燈（株）から
分離させ、木曽電気製鉄（株）（翌年、木曽電気興
業（株）に改称）を設立。そして、1921年に木曽電
気興業（株）、日本水力（株）、大阪送電（株）の３
社が合併した際、福沢桃介が「合併大合同」および

「大同団結」の趣旨を込め、新社名を大同電力（株）
としました。同年、大同電力（株）は本業である電
力との兼営解消を目的に、製鉄業に携わる同社名古
屋製鉄所を大同製鋼（株）として分離させました。

その後、1922年に（株）電気製鋼所と大同製鋼
（株）が合併し、（株）大同電気製鋼所として再出発
して以降、当社は数多くの合併を繰り返しながら社
名も変遷を遂げてきましたが、一貫して「大同」の
名前を冠し続けています。

社章のいわれ
1921年に大同電力（株）が設立

された際、福沢桃介が社章の図案
を社内で公募した結果、星を「大」
に見立て、中に「同」を配した「星
マーク」が制定されました。その

後、同社から分離した大同製鋼（株）や（株）大同
電気製鋼所も同じ社章を引き継ぎました。以来この

「星マーク」は、戦後、一時米軍への配慮の為使用を
停止した（代わりに「葵マーク」を使用）時期もあ
りましたが、現在に至るまで社章（ロゴマーク）と
して使われ続けています。

グループロゴの誕生
創業100周年を迎えた2016年、これからも大同

特殊鋼グループが一体感を持って活動できるよう
に、100年の歴史で初めてグループロゴを制作しま
した。「Beyond the Special」というスローガンは、
グループの社員一人ひとりが「特別を越える価値」
を提供し、情熱を持って人や社会を支え続ける存在
でありたいとの思いが込められています。

社名の由来と社章のいわれ
大同特殊鋼株式会社　総務部広報室長　市原　剛次
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下出民義も当社のルーツ
名古屋で下出民義の協力を得た福沢桃介は、1906

年から相次いで愛知県の企業の株を取得しました。
そして、1909年２月の名古屋ホテルにおける三井
銀行名古屋支店長矢田績（桃介の慶応義塾の先輩）、
桃介、民義の三者協議により、名古屋電燈（株）進
出が決まりました。

まず、民義が同社株の買い集めを始め、着実に取
得を進めると、翌年桃介は筆頭株主に昇りつめ、６
月には常務取締役に就任。すぐさま、桃介はライバ
ルの名古屋電力（株）を合併し、名古屋電燈（株）
の地位を確立、社長に就くと民義も常務取締役とし
て桃介を支えました。その後、民義は1916年に桃介
の創業した（株）電気製鋼所の初代社長に就き、当
社の歴史をスタートさせました。

2014年11月、東邦学園様を通じて下出民義の胸
像が当社に寄贈されました。現在は、当社本社で所
蔵しています。

下出民義胸像（当社所蔵）
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はじめまして。株式会社アール・エス・シー中部
の平本潤と申します。弊社は愛知東邦大学様の清掃
業務でお世話になっております。平成30年４月に当
社へ転職、このほどフレンズ・ＴＯＨＯの一員に参
加するご縁をいただきました。また、中部地方有数
の伝統校である東邦学園の機関誌に寄稿させていた
だく機会をいただきましたことを光栄に思います。

「東邦といえば高校野球」が愛知の人々の認識と思
われますが、楽器を嗜む私にとっては「吹奏楽の東
邦」でもあります。昨年のフレンズ総会では東邦高
校吹奏楽部の木管アンサンブルをＢＧＭに代表の生
徒さんが活動の報告をされており、すばらしいハー
モニーに聴き入りました。私が代表を務める地元の
市民吹奏楽団に、東邦高校吹奏楽部の生徒さんが１
名在籍しており（大学進学とともに休止中）、常に礼
儀正しく美しい言葉遣いと細やかな気配りに非常に
感心しておりました。「どんな指導教育でこのような
素晴らしい生徒さんが育つのだろう」と思っていた
ところ、総会で吹奏楽部顧問の白谷峰人先生とお話
しする機会を得て、美しいハーモニーに必要な謙譲
と調和の精神を重視したご指導の一端を垣間見て納
得した次第です。

また、大学では女子サッカー部がこのほど５年連
続全国大会への出場を決められたとのこと。お祝い
申し上げますとともに、全国大会における健闘を祈

念いたします。ここまでの実績を積み重ねて来られ
たことは、チーム部員の努力研鑚はさることながら、
毎年入れ替わる学生に対し熱意溢れる指導を継続さ
れ続ける米澤好騎ヘッドコーチのご尽力あってこそ
と拝察致します。

さて、平成も終わりを迎えるにたり（起稿当時平
成30年12月）、次代に引き続き継続する社会問題の
一つが少子化であることは論を待たないことでしょ
う。新しい時代を牽引する若者が不足すると思われ
がちですが、私は必ずしもこれに当たらないと考え
ています。ひとりひとりに対する教育を充実させ、
多様な可能性を引出す能力開発によって人数の不足
を補う、つまり「少数精鋭」です。

特に東邦学園の指導方針（カラー）は学業・部活
動ともに高みを目指すものであり、地域において不
動の評価を誇っております。生徒・学生諸君が秘め
た無限の可能性を開花させる指導が東邦学園に連綿
と受け継がれているからこそ、大人の私が見習う程
の生徒さんが育っているといえるでしょう。

一方で、学窓を巣立った若者を受け入れる企業に
おいても人材不足・特に中小零細企業の後継者不在
は深刻な社会問題であり、人材開発は最大の課題と
なっております。

将来有望の若者を育成することは私たち社会人の
責務であると思うなかで、近代日本のリーダーとし
て代表的な人物の一人であり、太平洋戦争において

少子化社会における人材育成に関する一考
株式会社アール・エス・シー中部 　統括本部長　平本　潤



□岐阜本社　　岐阜県岐阜市日置江一丁目 58 番地　058-279-3456

□名古屋支社　名古屋市中区錦 3丁目 1番 1号　　 052-961-3670

http://www.densan-s.co.jp/

（14） 第 46号

日米開戦に反対しつつも職責に殉じた連合艦隊司令
長官・山本五十六（やまもと　いそろく）提督の言
葉をご紹介したいと思います。
『やってみせ、言ってきかせて、させてみてほめて

やらねば、人は動かじ。話し合い、耳を傾け、承認
し、任せてやらねば、人は育たず。やっている、姿
を感謝で見守って、信頼せねば、人は実らず。』

自ら模範を示し、後輩に指針を示す「率先垂範」
までは広く知られるところですが、後半の「対話・
傾聴・承認・感謝・信頼」まで知る人は少ないと思
われます。人材を育成し実らせることにより「人財」
を誕生させることが教育の目的といえるのではない

でしょうか。
私も齢40を過ぎた今、これまでの経験を応用し後

進を指導育成する立場にあることを認識して自らの
可能性を更に拡張し、より多くのことを引き継ぐこ
とができるよう更なる修行研鑚に努めて参る所存で
す。フレンズ・ＴＯＨＯの末席にて、末永く諸先輩
方のご指導を賜りますようお願い申し上げますとと
もに、東邦学園の更なるご繁栄と将来有望な人材が
多数誕生されますことを祈念致しまして、拙稿の結
びとさせていただきます。

平成30年12月18日　

８月 23日親子スイーツ教室

台風20号の通過で三重県南部には暴風警報が朝
から出ている中、猛烈な蒸し暑さだった当日、参加
者15名で開催。「ガトー・リベルテ」店主・石井様
を講師に迎え恒例となった「第４回スイーツ教室」
開催。夏休みの最後に追加する思い出としてはとて
もリッチなものになったと思います。

メニューはフルーツゼリーとプチケーキ。プチは
チョコレートでデザイン。イチゴをのせてできあが
り。できたてゼリーを食し、自らデザインした手作
りデコレーションケーキをお土産に、とても幸せそ
うな笑顔が印象的でした。

企　画　報　告　　　　　（その１）
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「自然と親しむ会」晩秋のつどい

「自然に親しむ会」晩秋
のつどいは奥三河散策・
湯谷温泉の旅、20名で
一日を過ごした。11月
３日は曇天。マイクロで
少々窮屈な旅ではあった
が、新東名を使って新城
までの道のりは、些か慣
れすぎた東名の風景と異

なり、車窓の風景に新鮮さを感じた。
幹事の岡田保先生のご説明では蓬莱山は死火山、

湯谷温泉の源泉はどのような地熱なのか明白でない
とのこと。阿寺の七滝は「ポットホール」で出来た
七段だそうだ。どういう加減か礫が岩のくぼみに落
ち、あるいは分離し水の動きに合わせ渦を描き下地
の岩を穿ち受け皿のような形に変形させ滝壺が出来
るのだそうな。

阿寺の七滝では「食い違い石」を岡田先生は探し
ていらっしゃった。「食い違い石」とは一説には活断
層の狭間にあったものが断層のズレの圧力で二段構
造になってそのズレを明示する石。ただ、諸説ある
そうである。

最初の訪問地は鳳来
寺。駐車場につくなり

「焼き栗」の香ばしい匂い
が鼻と食欲を刺激した。
鳳来寺からの眺望は展望
台にしつらえた休憩所よ
り、途上の道端からのも
のがすばらしい。近景に
は早紅葉も散見されるが、遠景はあたかも墨絵のよ
うに濃淡のみの風景で小生にはこの方が情趣が感じ
られた。展望台には種田山頭火の自由律俳句の額が
かかっていて詩情さえ醸し出されてくる。

まさに秋の風情と、悦に入っていると、本堂横に
人が行く。なんやらと近づくと100年の樹齢があろ
うという杉の大木がなんと石段を崩して倒れ、奥の
院への階段道をふさいでる。台風による被害なのだ。
いにしえ情緒に酔っているといきなり現実に引き戻
された感であった。

鳳来寺山の屏風岩・鏡岩、岡田先生の解説では地
殻変動での猛烈な熱で出現するのが鏡岩。まさに熱
による光沢で鏡のごとし。その「鏡岩」が風化し壁
のような直立した巌を「屏風岩」と後世の人が呼称
するのだそうだ。

参加者の中で小学校の頃、鳳来寺に宿泊されたと
おっしゃる方がいた。50年前か60年前か定かでは
ないとのこと。参加者の平均年齢を考えれば10年な
どの誤差はとるにたりない。長閑な会話である。

阿寺の七滝は鳳来寺山巓から20分ほど。さらに約
20分ほど歩くと突然現れる。この演出は自然が配置
したもの。最後道を右に折れると唐突に広みと滝が
現れる。さらに奥に進むと七段の眺望が開ける。

湯谷温泉は宇蓮川沿いの谷間にあるこじんまりと
した温泉町。昼食と沐浴で暫時休憩。料理は川魚三
昧と蜂の子。蜂の子は本年は入手困難でやっと二鉢。
さてその味のほどは…。

さて今回の旅を飯田線を使ったものにしようかと
構想したのだが、費用面で断念。時間にとらわれず
目的地へ赴くことより乗車そのものを楽しむことも
また一興、味わいと考えたがやんぬるかな又の機会
に。

間近に蕩々たる宇蓮川、迫る急峻な山、旅人、通
り過ぎる者には心地よい風景だが、生活者としては
…。ただ今は旅人としての身勝手な感慨を許してい
ただこう。

最後の立ち寄り地「もっくる新城」で休憩・ショッ
ピング。帰りの車窓から日が暮れに向かおうとする
弱い日差しの中に点々と稲刈り後の野焼きの煙が遙
か遠くに見えた。

帰名の車中で岡田先生から幹事15年そろそろ引
退をとの話を受け不肖村田が後を襲うことと宣言。
岡田先生長い間お疲れさまでした。

企　画　報　告　　　　　（その２）
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誰にでも読みやすい UD フォントを使用しています

P-B10023

編集後記　今回号に日頃おせわになっている法人会員様の
企業理念等を中心とした頁を特設しています。フレンズの
趣旨はある一面「人づくり」に収斂されるところがありは
しないかと思います。多くの人を魅了しつづける、理念・
理想を掲げていらっしゃる企業様の原点は往々にして顕在

化しませんが、ぜひこの「みどりの風」に掲載していただ
きたいと願って企画いたしました。営々とした日々の中に
埋もれさせてはならないもの、そういうものがあらねば。
人も組織も。そのような思いを込めました。次回総会予定
は５月 31日でございます。よろしくお願いいたします。

　愛知東邦大学では、2016 年４月から、文
部科学大臣認定の「中小企業のための若手社
員活性化プログラム」を開講しています。こ
のプログラムは、文部科学省が社会人の学び
直しを支援するために、全国の大学から申請
されたプログラムの中から、社会人や企業等
のニーズに応じた実践的・専門的なプログラ
ムを文部科学大臣が「職業実践力育成プログ
ラム」として認定したものです。
　2018 年度はフレンズ TOHO 会員企業で
ある（株）IEC、電子システム（株）、（株）
プランナーズランドの社員の方々が受講され
ています。2016・17 年度の受講生を合わせ
ると、フレンズ TOHO 会員企業からは５社
11 名の方が受講されました。以下は、授業
評価アンケートに記載された受講生のコメン
トです。

文部科学大臣認定／職業実践力育成プログラム

「中小企業のための
若手社員活性化プログラム」

　プログラムの詳細は、同封の「2019 年度
募集要項」をご覧ください。本学公式 Web
ページには上記募集要項だけでなく、授業科
目の内容・計画等も掲載しております。その
他、ご不明な点がありましたら、愛知東邦大
学 産学連携推進委員会（担当：青木、藤井）
までお問合せください。

※上記は文部科学省が認定した「職業実践力育成プログラム」であることを示すロゴマークです

【受講生の声】
「会社では学ぶことのない事を教えてい
ただきました。一方的な教えではなく、
ディスカッションをしながらの講座は、
自分にとってよい体験になりました。」

「学んだことを実際に実験しております
が、非常に良い成果が出ているかと思い
ます。後輩二人への教育が、自分の成長
にもつながり、仕事が面白くなっており
ます。来年も是非私の後輩へ指導して頂
きたいと思いました。」

「大変勉強になりました。難しい内容で
はありましたが、今後、会社のため、自
分のためになると思います。できる事か
ら実践し、振り返り、ステップアップし
たいと思います。ありがとうございまし
た。」


